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大
仙
市
は
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

高
度
情
報
化
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
、
さ

ら
に
は
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
に
対
応
す
る

新
た
な
地
方
自
治
を
構
築
す
る
た
め
、
８
市

町
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

　
合
併
直
後
の
16
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
示
す
指
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
の
数
値
が
98
・
４
％
と
非
常
に

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

経
常
的
な
歳
入
の
う
ち
自
由
に
使
え
る
お
金

が
１
・
６
％
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　
18
年
度
は
こ
う
し
た
財
政
状
況
の
健
全
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方

で
は
大
仙
市
の
新
た
な
市
政
運
営
の
基
本
方

針
で
あ
る
大
仙
市
総
合
計
画
の
初
年
度
で
も

あ
り
、
着
実
な
計
画
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
化
と
総
合
計
画
の
着
実
な
実

現
と
い
う
こ
の
２
つ
の
課
題
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
継
続
的
な
改

革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

  

そ
こ
で
今
年
度
の
総
務
部
の
主
要
課
題
で

あ
り
ま
す
が
、
３
月
に
策
定
さ
れ
た
大
仙
市

行
政
改
革
大
綱
で
は
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
改
革
を
す
す
め
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
市
民
参
画

と
協
働
の
推
進
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の
確

立
、
財
政
の
健
全
化
の
３
項
目
を
基
本
方
針

と
し
て
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

  

具
体
的
に
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
あ
る

よ
う
に
、
事
務
事
業
の
再
編
整
理
、
公
の
施

設
等
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

も
含
め
た
民
間
委
託
等
の
推
進
、
介
護
老
人

施
設
等
の
法
人
化
推
進
、
市
職
員
の
関
係
で

は
嘱
託
・
臨
時
職
員
も
含
め
た
定
員
管
理
や

給
与
の
適
正
化
、
入
浴
施
設
な
ど
の
第
３
セ

ク
タ
ー
の
経
営
改
善
な
ど
に
努
め
ま
す
。

総  

務  

部

行
政
改
革
の
推
進
と
財
政
健
全
化

総 務 部 長

老　松　博　行

平成18年度

事
業
目
標
を
語
る

平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
は
、
４
４
３
億
８
９
５
０
万
円
。

合
併
後
初
の
編
成
と
な
る
予
算
に
つ
い
て
、
各
部
・
局
長
か
ら
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
の
使
い
方
と
ね
ら
い
は
…
。
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18
年
度
は
、
大
仙
市
と
し
て
初
め
て
の
総

合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
す
。
将
来
都

い

市
像
で
あ
る
「
人
が
活
き 

人
が
集
う 

夢
の

あ
る
田
園
交
流
都
市
」
の
創
造
を
目
指
し
、

厳
し
い
財
政
見
通
し
の
中
、「
市
民
と
の
協

働
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
し
、
行
政
の

役
割
、
市
民
や
企
業
の
役
割
を
意
識
し
た
仕

組
み
づ
く
り
と
、
地
域
力
の
強
化
を
目
標
の

一
つ
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、「
市
民
と
の
積
極
的

な
情
報
共
有
」
を
図
る
た
め
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
と
も
に
、
市
民
が
各
総

合
支
所
で
も
市
議
会
の
審
議
状
況
が
見
ら
れ

る
「
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
情
報
格
差
の
解
消
、
市

民
や
企
業
の
情
報
の
活
用
化
等
、
市
情
報
化

整
備
の
基
本
と
な
る
大
仙
市
地
域
情
報
化
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

  
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
会
活
動
支
援
事

業
に
加
え
、
地
域
枠
予
算
を
創
設
し
、
総
合

支
所
が
地
域
協
議
会
等
と
協
働
し
、
自
主

的
・
主
体
的
に
地
域
課
題
の
解
決
や
、
地
域

の
発
展
に
向
け
た
独
自
の
事
業
を
推
進
し
、

地
域
の
活
性
化
と
地
域
力
の
強
化
を
進
め
ま

す
。

　
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
事
業
推
進
の
た

め
、
市
民
に
よ
る
行
政
評
価
や
内
部
評
価
を

実
施
し
、
市
に
と
っ
て
、
地
域
に
と
っ
て
効

果
的
・
効
率
的
な
事
務
・
事
業
の
選
択
や
、
再

構
築
等
に
つ
い
て
も
市
民
と
協
働
の
視
点
で

進
め
る
ほ
か
、
市
の
花
、
木
、
鳥
や
市
民
歌

の
制
定
を
進
め
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を

図
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
仙
北
組
合
病
院
移
転
新
築
課

題
を
含
め
た
地
域
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の

開
催
や
、
温
泉
施
設
な
ど
第
３
セ
ク
タ
ー
の

経
営
改
善
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
交
通
弱

者
の
移
動
の
利
便
性
を
図
り
、
公
共
交
通
空

白
地
域
の
解
消
を
目
指
す
、
交
通
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
も
進
め
ま
す
。

企  

画  

部

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
催
ま
で
５
０
０
日
余

と
な
り
、
私
た
ち
国
体
準
備
事
務
局
は
、
４

月
か
ら
名
称
を
「
国
体
推
進
事
務
局
」
に
改

め
、
ス
タ
ッ
フ
も
６
人
増
の
12
人
と
な
り
、

事
務
所
を
本
庁
に
移
し
て
、
本
番
仕
様
の
体

制
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

  

本
年
度
は
、
国
体
準
備
の
仕
上
げ
の
年
で

あ
る
た
め
、
競
技
施
設
や
運
営
等
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、

な
ぎ
な
た
競
技（
５
月
27
・
28
日
）、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
競
技（
８
月
９
日
〜
11
日
）、
自
転
車

競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
８
月
20
日
）の
全
国
規

模
の
３
大
会
が
、
国
体
本
番
と
同
様
の
運
営

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
年
度

は
、
こ
れ
ら
の
大
会
の
開
催
が
国
体
準
備
と

言
う
こ
と
に
な
り
、
本
年
度
予
算
は
、
軟
式

野
球
競
技
と
デ
モ
ス
ポ
競
技
を
除
い
て
、
本

番
と
同
様
の
対
応
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
国
体
の
運
営
に
は
、
競
技
団
体
や

市
役
所
関
係
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の

市
民
の
方
々
の
支
援
が
必
要
で
す
。
今
年
度

の
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、
国
体
市
民

総
参
加
の
体
制
づ
く
り
で
す
。昨
年
度
か
ら
、

受
付
案
内
、
接
待
、
歓
迎
装
飾
等
を
担
当
し

て
い
た
だ
く
大
仙
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
今
年
度
は
、
大
会
会
場
等
の
歓
迎
美
化
の

た
め
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
選
手
・
役
員
の

方
々
を
「
も
て
な
し
の
心
」
で
迎
え
る
案

内
・
接
待
・
輸
送
、
そ
し
て
、
当
市
国
体
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
ド
キ
ド
キ
大
仙 

大

熱
戦
」
が
各
競
技
会
場
で
展
開
さ
れ
る
よ

う
、
私
設
応
援
団
や
小
・
中
学
生
、
市
民
団

体
の
声
援
に
よ
る
「
ス
タ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
運

動
」
を
展
開
し
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
、
主

役
と
な
っ
て
国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

国
体
推
進
事
務
局

市
民
の
参
加
体
制
を
整
え
、
国
体
の
成
功
へ

国体推進事務局長

中　嶋　喜代博

企 画 部 長

佐々木　正　広

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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い

　
人
が
活
き
、
集
う
魅
力
あ
る
地
域
と
な
る

た
め
に
は
、
衛
生
的
で
災
害
に
強
い
生
活
基

盤
な
ど
、
住
む
う
え
で
の
快
適
な
環
境
が

整
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
衛
生
環
境
の
整
備
で
は
、
ご
み
の
収
集
回

数
の
統
一
を
図
る
と
と
も
に
、
収
集
作
業
時

に
補
助
者
を
同
乗
さ
せ
事
故
防
止
対
策
に
努

め
る
等
、
ご
み
の
収
集
体
制
の
見
直
し
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
良
好
な
自
然
環
境
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
環
境
学
習
の
実
施
や

不
法
投
棄
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
で
は
、
自
主
防

犯
・
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
県
の
「
地
域
安
全
・

安
心
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
育
成
事
業
」
を
昨
年

の
中
仙
地
域
に
引
き
続
き
、
大
曲
地
域
の
町

内
会
代
表
を
対
象
に
実
施
す
る
な
ど
、
自
主

防
犯
・
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、
災
害
に

強
い
生
活
基
盤
を
構
築
し
ま
す
。

　
国
保
年
金
関
係
で
は
、新
規
事
業
と
し
て
、

高
額
な
出
産
費
用
を
緩
和
す
る
た
め
、
市
が

直
接
出
産
育
児
一
時
金
を
医
療
機
関
に
支
払

う「
出
産
育
児
一
時
金
受
領
委
任
払
い
制
度
」

を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
の

充
実
で
は
、
県
が
実
施
し
て
い
る
「
乳
幼
児

に
対
す
る
医
療
給
付
扶
助
」
を
当
市
と
し
て

小
学
校
卒
業
ま
で
制
度
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、

本
制
度
を
長
く
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
、

８
月
か
ら
は
所
得
制
限
を
導
入
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

平
日
来
庁
で
き
な
い
市
民
の
た
め
に
、
平
日

の
電
話
予
約
に
よ
り
休
日
に
住
民
票
、
印
鑑

証
明
、
税
に
関
す
る
証
明
を
日
直
者
が
交
付

す
る
ほ
か
、
本
庁
で
は
平
日
の
夜
７
時
ま
で

各
種
証
明
書
の
発
行
、
太
田
総
合
支
所
で
は

４
月
か
ら
10
月
ま
で
平
日
朝
７
時
30
分
か
ら

窓
口
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

市 

民 

生 

活 

部

衛
生
的
で
災
害
に
強
い
生
活
基
盤
の
整
備

平成18年度

事
業
目
標
を
語
る

本
庁
を
７
部
25
課
か
ら
７
部
27
課
に
、総
合
支
所
は
６
課
か
ら
４
課
体
制
に
す
る
な
ど
、

組
織
・
機
構
を
簡
素
化
し
、
わ
か
り
や
す
い
組
織
に
見
直
し
ま
し
た
。

よ
り
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

市 民 生 活 部 長

高　橋　源　一
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健 康 福 祉 部 長

深　谷　久　和

　
健
康
福
祉
部
の
18
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に

全
市
的
な
事
業
の
均
一
化
に
配
慮
し
、
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
支
援
、
障
害
者
支
援
、
健

康
づ
く
り
支
援
の
４
つ
を
主
体
と
し
た
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
空
白
域
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
未
実
施
と
な
っ
て
い
た
太
田
地
域
へ
の

開
設
と
藤
木
地
区（
大
曲
地
域
）に
１
ク
ラ
ブ

増
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
こ
や
か
子
育

て
手
当
支
給
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
制
度

の
持
続
性
を
考
慮
し
、
８
月
１
日
か
ら
福
祉

医
療
費
受
給
者
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
継

続
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
19
年
度
開
所

予
定
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
整
備
へ
助
成
し
ま
す
。
新
た
に

健
康
増
進
等
を
目
的
と
し
、
５
月
１
日
か
ら

温
泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
地
域

の
介
護
支
援
を
行
う
中
核
的
機
関
と
し
て
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
障
害
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
施
策
の
基
本

的
事
項
を
定
め
る
障
害
者
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
ま
た
、
知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設
「
ま

つ
く
ら
」
の
分
場
整
備
へ
の
助
成
や
新
規
の

小
規
模
作
業
所
を
５
月
か
ら
開
設
し
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て
は
、
肺
が
ん

検
診
を
全
市
に
拡
大
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
り

す
べ
て
の
検
診
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
健
康
大
仙
21
計
画
に
基
づ
い

た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
や
疾
病
の
発
症

予
防
及
び
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
施
策
・
事

業
の
展
開
に
努
め
ま
す
。

健 

康 

福 

祉 

部

市
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
４
つ
の
主
体
事
業

　
19
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
新
た
な
経

営
安
定
対
策
」
は
、
水
田
農
業
を
基
幹
と
す

る
本
市
に
と
っ
て
、
担
い
手
と
な
る
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
の
育
成
が
、
ま
さ
に
生
き

残
り
を
か
け
た
大
き
な
課
題
で
す
。
農
業
振

興
で
は
、「
地
域
の
農
業
を
、
誰
が
、
ど
う
担

う
の
か
」
に
つ
い
て
、
１
年
間
は
昼
夜
を
問

わ
ず
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
本
対
策
の
推
進
母
体
と
な

る
「
大
仙
市
集
落
営
農
・
法
人
化
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
５
人
の
専
門
指
導
員
の
ほ
か
、
県

の
仙
北
地
域
振
興
局
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
農

協
、
各
総
合
支
所
で
構
成
す
る
ス
タ
ッ
フ
で

管
内
全
集
落
を
対
象
に
話
し
合
い
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
無
臭
大
豆
「
す
ず
さ
や
か
」
に

つ
い
て
は
、
国
の
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

を
活
用
し
た
助
成
や
栽
培
技
術
研
修
へ
の
支

援
な
ど
に
よ
り
、
作
付
け
面
積
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
商
業
振
興
で
は
、
経
営
指
導
な
ど
を

行
う
各
地
域
の
商
工
団
体
の
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
管
内
の
商
工
会
の
合
併
に
対

し
て
助
成
し
ま
す
。

　
つ
づ
い
て
工
業
の
振
興
で
は
、
設
立
の
準

備
を
進
め
て
い
る
、
大
仙
市
企
業
連
絡
協
議

会
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
市
内
企
業

と
の
情
報
交
換
な
ど
に
よ
り
、
企
業
の
振
興

を
図
り
、
雇
用
の
拡
大
と
若
者
の
定
住
化
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

　
最
後
に
観
光
振
興
で
は
、
管
内
の
観
光
資

源
を
面
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
観
光
案
内
人

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
観
光
案
内
人
制
度

を
確
立
さ
せ
、
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
客
を

図
る
と
と
も
に
観
光
誘
導
案
内
板
の
改
善
に

努
め
ま
す
。

農 

林 

商 

工 

部

地
域
農
業
の
生
き
残
り
を
か
け
た
１
年

農 林 商 工 部 長

金　　正　行
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18
年
度
は
、
新
市
の
都
市
機
能
を
向
上
さ

せ
る
「
駅
前
第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
」
を
核
と
し
た
、
大
曲
駅
と
国
道
13
号
を

結
ぶ
「
駅
東
線
街
路
整
備
事
業
」
な
ら
び
に

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
整
備
事
業
」
を
一
体
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
神
岡
・
中
仙
・
協
和

地
域
の
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
お
よ

び
太
田
地
域
の
「
む
ら
づ
く
り
交
付
金
事

業
」
の
推
進
に
も
努
め
ま
す
。
大
仙
市
総
合
い

計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
が
活
き

人
が
集
う 

夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市
」
の

実
現
に
向
け
、
生
活
基
盤
を
整
え
、
環
境
と

調
和
し
快
適
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
道
路
交
付
金
事
業
や
地
方
特

定
道
路
整
備
事
業
を
活
用
し
、
主
要
道
路
・

生
活
道
路
に
つ
い
て
、
道
路
環
境
の
向
上
や

安
全
性
確
保
の
た
め
改
良
・
舗
装
な
ど
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
で
は
、
水
質
汚
濁
に
よ
る

生
活
環
境
の
悪
化
に
対
処
し
、
清
潔
で
快
適

な
市
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
、
公
共
下

水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
お
よ
び
浄

化
槽
設
置
事
業
に
よ
り
下
水
未
処
理
地
区
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

　
住
宅
環
境
の
整
備
で
は
、
西
仙
北
地
域
の

北
ノ
沢
市
営
住
宅
用
地
造
成
を
進
め
る
ほ

か
、
市
営
住
宅
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
維
持
管
理
の
徹
底
や
、
管
理
体
制
の
見
直

し
、
併
せ
て
大
曲
船
場
町
・
神
岡
・
西
仙
北

愛
宕
住
宅
に
手
す
り
を
設
置
す
る
な
ど
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
園
・
緑
地
の
整
備
で
は
、
協
和
地
域
の

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
事
業
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
の
造
成
。
仙
北
ふ
れ
あ
い
公
園
事
業

に
つ
い
て
は
、
体
育
館
建
設
に
向
け
、
実
施

設
計
お
よ
び
敷
地
等
の
造
成
、
駐
車
場
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
大
曲
地
域
の
総
合
公
園
事

業
に
つ
い
て
は
、
交
流
ゾ
ー
ン
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
広
場
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

建  

設  

部

環
境
と
調
和
し
快
適
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
目
標
を
語
る

平成18年度

地
域
の
声
を
市
政
に
反
映
。

住
民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
た
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

い

将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
が
活
き 

人
が
集
う 

田
園
交
流
都
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

建　設　部　長

柴　田　勝　三
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18
年
度
、
上
水
道
事
業
で
は
拡
張
工
事
と

し
て
大
曲
地
域
の
花
館
中
野
地
区
、
都
市
計

画
道
路
整
備
関
連
の
駅
東
線
等
に
配
水
管
を

わ

ご
う

布
設
す
る
ほ
か
、
和
合
地
区
、
日
の
出
町
地

区
等
で
配
水
管
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
貴
重
な
財
源
で
あ
る
お
客
様
の
水
道
料
金

を
有
効
に
生
か
し
、
浄
水
場
等
施
設
の
整
備

や
更
新
を
行
い
、
安
全
な
水
の
安
定
供
給
に

努
め
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
の
主
な
も
の
は
、
西
仙
北

地
域
の
刈
和
野
地
区
で
新
た
な
井
戸
を
設
け

水
量
拡
張
整
備
を
行
う
ほ
か
、
大
沢
郷
地
区

の
整
備
で
は
５
年
間
の
工
事
予
定
で
水
源

地
・
浄
水
場
の
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。
中

い
り
す
み

仙
地
域
の
入
角
地
区
で
も
継
続
で
配
水
管
布

さ
わ
し
ょ
う

設
工
事
を
行
い
ま
す
し
、
協
和
地
域
の
沢
庄

地
区
の
工
事
は
今
年
度
完
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
下
水
の
水
質
が
悪
化
し
、
生
活

用
水
の
確
保
に
悩
ん
で
い
た
仙
北
地
域
南
部

の
高
梨
、
橋
本
地
区
は
大
曲
地
域
に
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
水
道
を
拡
張
す
る
形

で
６
つ
の
簡
易
水
道
を
統
合
し
て
整
備
す
る

こ
と
と
し
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
で
行
い
、

良
質
な
水
を
供
給
し
ま
す
。

　
昨
年
度
、
県
が
真
木
ダ
ム
建
設
中
止
を
決

定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
中
仙
、
太
田
、
仙
北

の
東
部
３
地
域
の
水
道
水
源
の
代
替
案
を
県

と
共
同
で
検
討
し
た
結
果
、
斉
内
川
の
水
に

つ
い
て
は
夏
場
に
渇
水
期
が
あ
る
こ
と
か
ら

水
利
権
が
得
ら
れ
ず
不
適
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
太
田
地
域
の
地
下
水
と
中
仙
地
域
で
試

掘
し
た
玉
川
伏
流
水
は
水
質
に
問
題
な
く
、

豊
富
な
水
量
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ら

の
水
源
を
有
効
に
生
か
し
た
水
道
整
備
と
、

各
地
域
の
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
の
見
直
し

を
含
め
た
、
市
全
域
の
水
道
事
業
基
本
計
画

の
策
定
に
入
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
事
業
計
画
を
決
定
し
、
実
施
年

度
を
盛
り
込
ん
だ
整
備
計
画
に
基
づ
き
事
業

が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水  

道  

局

良
質
な
水
の
安
定
供
給
を

　
教
育
委
員
会
事
務
局
は
広
域
の
行
政
に
対

応
す
る
た
め
組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
よ

り
、
本
庁
は
新
設
課
や
名
称
変
更
、
増
員
、
教

育
研
究
所
の
充
実
を
含
め
て
機
能
が
拡
充
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
分
室
は
、

各
地
域
の
主
要
公
民
館
に
場
所
を
移
し
て
、

さ
ら
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
主
に
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
能
が
拡

充
さ
れ
た
本
庁
と
地
域
密
着
型
の
分
室
と

が
、
連
携
し
一
体
と
な
り
な
が
ら
本
年
度
の

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
事
業
に
は
、
協
和
地
域
の
統
合
小
学

校
新
築
事
業
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
、
仙
北
地
域
の
国
の
名
勝
で
あ
る
池
田
氏

庭
園
整
備
事
業
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
教
育
関
係
の
事
業
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
と
、
ま
ず
「
体
験
的
学
習
の
時
間
支

援
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
小
中
学
校

で
は
、
教
室
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
な

学
習
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
に
対
し

て
、
必
要
経
費
を
市
内
小
中
学
校
43
校
に
助

成
す
る
も
の
で
す
。

　
次
に
「
学
校
生
活
支
援
事
業
」
で
す
が
、
特

別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ

の
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
23
人
の
支
援

員
を
市
内
各
校
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
学
習
活
動
支
援
事
業
」
は
パ
ソ
コ

ン
を
中
心
と
し
た
情
報
学
習
、
少
子
化
に
伴

う
複
式
学
級
対
応
、
外
国
籍
児
童
生
徒
転
入

に
よ
る
日
本
語
指
導
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

あ
わ
せ
て
支
援
員
を
11
人
配
置
し
て
い
ま

す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
地
域
の
方
々
の
声
に
耳

を
傾
け
、
人
々
の
要
請
に
応
え
、
教
育
現
場

に
対
す
る
呼
び
か
け
や
支
援
、
応
援
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
、
市
民
の
み

な
さ
ん
、
学
校
や
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

も
っ
と
身
近
に
　
み
ん
な
と
一
緒
に
　

新
し
い
可
能
性
を
求
め
て

教　育　長

三　浦　憲　一

水 道 局 長

田　口　良　邦
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食品・食品表示に関する相談
東北農政局秋田農政事務所地域第四課

〒014-0014 大仙市大曲福住町3-4　☎ 0187-63-3220

未納料金請求書 
現在、貴殿が以前、携帯電話又はパソコンでご利用にな

られた、有料番組サイト等の料金が未だ未納となっており、日々延滞

料金が発生している状態です。本日、弊社が貴方様がご利用になられ

た運営業者様から債権回収の以来を正式に受理しましたので、今後弊

社がご請求をさせていただきます。

請求内容請求内容

 
お客様の場合、未だご利用になられたサイトのログアウ

ト（退会手続）の方が済んでおりません。又、未納金や延滞金のお支

払いのご説明もございますので、本書到着後、下記まで大至急お問い

合わせ下さい。尚、ご本人様以外のお問い合わせにはお答えすること

ができませんので、ご了承下さい。

緊　急緊　急

 
万が一、お支払いやご連絡がなき場合裁判手続き、又、

金融機関の全停止処分、信用情報機関へのブラックリストとしての登

録、さらに「給料の差し押さえ」の内容証明をご勤務先に送付させて

いただきますので早急にお支払い、ご連絡をよろしくお願いします。

重　要重　要

 当社管理番号 GF - 9546 
発送No. 

DD - 7563

 お客様番号 ZZ - 9687 
請求金額 下記まで。円

お問い合わせ　０３－１２３４－××××

担当直通 ０９０－９８７６－×××× （担当者名）

 
０９０－××××－４３２１ （担当者名）

営業時間 AM9:00～PM4:00　定休日 土・日曜日・祝・祭日

株式会社　○○○○○○
　東京都○○区△△１－２－３××ビル３F

弊社は最近多発している悪質な架空請求の業者ではありません。貴殿が

実際にご利用になったインターネットサイトの正規の回収委託業者です。

中には心当たりが無くても一度でもサイトにアクセすると、登録がなく

ても自動的に料金が加算されるシステムが多発していますので、今後と

もご注意ください。

架
空
請
求
詐
欺
の
手
口

　
　
　

身
に
覚
え
の
な
い
利
用
料
や
商
品
代

金
を
請
求
す
る
「
は
が
き
」
が
届

け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
ら
は
「
架
空
請
求
」
と
言

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
架
空
請
求
は
、
脅
迫
的
・
詐
欺
的

な
手
口
で
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と

す
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
は
が
き

が
届
い
た
場
合
は
無
視
す
る
こ
と
が

一
番
で
す
。
連
絡
し
た
り
支
払
っ
た
り

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
は

が
き
が
届
い
て
も
、
動
揺
せ
ず
に
廃
棄

　食生活の欧米化に伴い、日本の食料自給率も低下しました。日本人の

口にしているものの約６割が外国からの輸入食材に頼っています。

　地元で採れる食材を選ぶことが地域の農業を応援することになり、国

内自給率の向上にもつながります。

　東北農政局秋田農政事務所では、食品や食品表示に関する相談を受

け付けています。また、食の安全、食育などに関する出張講座を行っ

ていますので、希望される方は東北農政局までお問い合わせください。

　「食品・食品表示でお悩みの方は、私たちへご
相談ください」。東北農政局秋田事務所の畠山
さん（写真左）と佐藤さん。

　
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
を
送
り
、
開
く
と

「
利
用
し
た
有
料
情
報
料
○
万
円
を
支
払
う

よ
う
に
」
と
請
求
さ
れ
る
手
口
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
請
求
に
応
じ
た
た
め
、
そ
の

後
次
々
と
不
当
な
請
求
を
受
け
た
事
例
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
不
審
な
メ
ー
ル
や
不
審
な
着
信
に
は
対
応

し
な
い
よ
う
に
し
、
携
帯
電
話
の
着
信
設
定

機
能（
着
信
拒
否
機
能
）を
使
う
な
ど
、
自
分

を
守
る
た
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
突
然
業
者
が
訪
問
し
、
家
の
改
修
工
事
な

ど
を
す
す
め
契
約
し
、
高
額
な
費
用
を
請
求

す
る
手
口
で
す
。

　
突
然
訪
問
し
た
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に

せ
ず
、
す
ぐ
に
契
約
は
し
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。
家
族
や
身
近
な
人
に
相
談
し
、
必
要

な
場
合
は
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取

る
な
ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」「
あ

な
た
だ
け
が
選
ば
れ
ま
し
た
」
な
ど
、
う
ま

い
話
で
近
づ
き
、
親
し
く
な
る
こ
と
で
高
額

商
品
の
購
入
契
約
を
結
ば
せ
る
手
口
で
す
。

し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
連
絡
し
た
り
支
払
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
万
が
一
に
備
え
は
が
き
等
を
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
メ
ー
ル
で
の
手
口

訪
問
販
売
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
契
約
に
よ
る
手
口

悪
徳
商
法
の
手
口

　
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
消
費
者
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
消
費
者
問
題
に
関
す
る
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
悪
質
な
業
者
か
ら
身
を
守
る
た
め
、私
た
ち
一
人
一
人
が
不
等
な
取
り
引
き
の
実

態
を
知
り
、
消
費
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
事
が
必
要
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
業
者

多
様
化
す
る
手
口
に
ご
用
心

架空請求はがき
　架空請求は、受取
人の不安をかりたて、
お金をだまし取ろう
とする手口で、この
ようなはがきが送ら
れてきます。

1

「
知
恵
と
勇
気
で
消
費
者
被
害
を
防
ご
う
」

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

納
得
で
き
な
い
契
約
等
は
、
勇
気
を
も
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
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消費者問題に関する相談
大仙市消費生活相談所（女性センター内）
〒014-0025 大仙市大曲大町7-6　☎ 0187-62-1713

　
突
然
の
訪
問
販
売
・
電
話
加
入
販
売
な
ど

で
は
、
自
分
の
意
志
が
は
っ
き
り
し
な
い
ま

ま
契
約
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
、
頭
を
冷
や
し
て
考
え
直
す

チ
ャ
ン
ス
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
で
す
。

　
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
以

　消費者トラブルに関するさまざまな相談にお答えします。

　最近は悪質業者の手口も多様化してきていますので、おかしいと

思ったら一人で悩まず、すぐにご相談ください。

　大仙市消費生活相談所では、５月の消費者月間期間中に「消費者月

間記念講演会」と「消費者月間街頭啓発キャンペーン」を予定してい

ます。消費者トラブルに巻き込まれないよう、正しい知識を身に付け

ませんか。この機会にぜひご参加ください。

　
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
や
手
紙
に
は
安

易
に
応
じ
ず
、
甘
い
言
葉
や
う
ま
い
話
に
は

乗
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
親
し
げ
な

雰
囲
気
に
負
け
ず
、
不
必
要
な
も
の
は
は
っ

き
り
と
断
る
勇
気
が
必
要
で
す
。

内（
マ
ル
チ
商
法
、
内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
は

20
日
以
内
）で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
の

解
除
が
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

各
種
相
談
窓
口

　
多
様
化
す
る
悪
質
業
者
の
手
口
の
ほ
か
、

輸
入
牛
肉
や
外
国
産
野
菜
な
ど
、
生
活
に
欠

か
せ
な
い
食
料
品
に
対
す
る
安
全
性
も
私
た

ち
の
不
安
材
料
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
万
が
一
、
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

お
か
し
い
と
感
じ
た
時
に
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
専
門
家
に
相
談
す
る
の
が
一
番
で
す
。

　
消
費
者
問
題
や
食
品
に
関
す
る
各
種
相
談

窓
口
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
消
費
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
、
安
心
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に

制
度
と
相
談
窓
口
の
紹
介

身
近
な
食
料
品
の
６
割
は

外
国
か
ら
の
輸
入
品

　
日
本
人
が
口
に
し
て
い
る
も
の
の
約
６
割

は
、
外
国
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
輸
入
生
産
物
は
、
外
国
の
土
、
水
、
肥
料

等
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
は
外
国
の
資
源
を
消
費
し
な
が

ら
、
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
輸
入
生
産
物
は
値
段
こ
そ
手
ご
ろ
で
す

が
、
実
際
に
は
輸
入
等
に
多
額
の
費
用
、
燃

料
な
ど
の
資
源
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
球
環
境
や
安
心
で
き
る
食
料
確
保
の
た

め
、
身
近
な
地
元
の
生
産
物
を
消
費
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　「さまざまな消費者問題にお答えします」。消費
生活相談所の職員。写真右から佐々木所長、前
山、佐々木。

2

3

被害にあったり、おかしいと感じたら
市の相談窓口

商工観光課（大曲庁舎） ☎0187-63-1111（代表）
神岡総合支所地域振興課 ☎ 0187-72-4601
西仙北総合支所地域振興課☎ 0187-75-2961
中仙総合支所地域振興課 ☎ 0187-56-2112
協和総合支所地域振興課 ☎ 018-892-3704
南外総合支所地域振興課 ☎0187-74-2111（代表）
仙北総合支所地域振興課 ☎0187-63-3003（代表）
太田総合支所地域振興課 ☎ 0187-88-1112

相談の集約

消費生活相談所（女性センター内）☎ 0187-62-1713

県の相談窓口

仙北地域振興局総務企画部☎ 0187-63-5114

警察相談窓口

大仙警察署住民安全相談所☎ 0187-63-3355
仙北警察署住民安全相談所☎ 0187-53-2111

消費者月間記念講演会
　消費者トラブルに巻き込まれないよう、正しい

知識を身に付けませんか。

日時／５月30日（火）午後１時30分～３時

会場／女性センター（無料）

講師／秋田県消費生活相談員　菅 美千世さん

演題／「最近の消費者トラブルについて」

【問い合わせ】

大仙市消費生活相談所☎ 0187-62-1713まで

街頭啓発キャンペーン
日時／５月30日（火）午後３時～

会場／グランマート中通店前、ジョイフルシティ

大曲店前、スーパーマーケットよねや大曲店前、

イーストモール前、グランマート白金町店前
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3

2

1

い
て
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課

税
務
課
☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
１
０
６
・
１
０
８

仙
北
地
域
振
興
局
県
税
課

☎
０
１
８
７(

63)

５
２
２
２
ま
で

　
協
和
地
域
で
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る

「
能
の
定
期
公
演
」
の
案
内
や
出
演
者
の
接

待
従
事
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
能
楽
の
歴
史
や
古
く
か
ら
続
く
伝
統
芸
能

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

市
教
育
委
員
会
協
和
分
室
「
和
ピ
ア
」

能
公
演
担
当

☎
０
１
８（
８
９
２
）３
８
２
０
ま
で

市役所からの

伝統芸能を身近で体験してみませんか。
応募をお待ちしています。

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

温
泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス

市
内
８
カ
所
の
温
泉
で
利
用
可
能

能
公
演
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

伝
統
芸
能
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

市内８カ所の温泉施設ならど
こでも利用できる入浴券。半
額券（緑色）と無料券（黄色）の
２種類があります。

　
５
月
か
ら
「
温
泉
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ

ス
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
入
浴
券
は
、
対
象
と
な
る
方
の
自
宅
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
太
田
地
域
の
「
中
里
温
泉
」
の
「
ふ

る
さ
と
館
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
こ
の

サ
ー
ビ
ス
券
の
対
象
者
が
利
用
で
き
る
老
人

福
祉
的
施
設
と
な
り
、
２
０
０
円
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
協
和
温
泉
「
四
季
の
湯
」
と
南
外

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
５
月
か
ら
利
用
料
が
４

０
０
円
、
そ
し
て
２
時
間
ま
で
の
入
浴
料
が

３
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

◆
対
象
／

【
半
額
券
】
70
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
方
。
ま

た
は
60
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方
で
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

【
無
料
券
】
80
歳
以
上
の
方

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課

援
護
福
祉
課

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１
ま
で

　
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
上
旬

に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
税
に
は
、
身
体
が
不
自
由
な
方
や
心

身
の
発
達
に
障
害
が
あ
り
歩
行
が
困
難
な
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
の
減
免
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
税
の
減
免
に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で

す
。
対
象
と
な
る
方
は
申
請
の
際
に
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類
／

①
軽
自
動
車
税
減
免（
免
除
）申
請
書（
窓
口

に
あ
り
ま
す
）

②
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
平
成
18
年
度
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書

③
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

中
で
、
い
ず
れ
か
所
有
し
て
い
る
も
の

④
自
動
車
車
検
証

⑤
自
動
車
運
転
免
許
証

◆
申
込
受
付
期
限
／
５
月
24
日(
水)

◆
そ
の
他
／

①
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
減
免
適
用
を

受
け
ら
れ
る
の
は
軽
自
動
車
・
普
通
自
動

車
を
問
わ
ず
１
人
１
台
で
す
。

※
普
通
自
動
車
の
場
合
は
、
仙
北
地
域
振
興

局
県
税
課
へ
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

②
減
免
適
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
総
合

支
所
市
民
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
申
請
の
際
に
通
院
・
通
所
等
の
状
況
に
つ
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◆
ス
タ
ー
ト
／

【
男
子
】
午
前
10
時
20
分
・

タ
ミ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
前

【
女
子
】
午
前
11
時
・

第
３
中
継
所
四
ツ
屋
古
道
い
お
り
食
堂
前

◆
エ
ン
ト
リ
ー
区
分
／

〈
一
般
の
部
〉
５
区
間
＝
22
・
２
㎞

各
市
町
村
単
位
あ
る
い
は
職
場
ク
ラ
ブ
等

の
チ
ー
ム
編
成
で
あ
る
こ
と

〈
高
等
学
校
の
部
〉
５
区
間
＝
22
・
２
㎞

通
常
課
程
と
定
時
制
課
程
と
の
混
合
は
認

め
な
い
。
同
一
校
で
の
参
加
チ
ー
ム
数
は

制
限
な
し

〈
中
学
校
男
子
の
部
〉
６
区
間
＝
22
・
２
㎞

同
一
校
で
の
参
加
チ
ー
ム
を
編
成
、
参
加

チ
ー
ム
数
は
制
限
な
し

〈
女
子
の
部
〉
５
区
間
＝
10
・
１
㎞

各
市
町
村
単
位
あ
る
い
は
職
場
ク
ラ
ブ
等

の
チ
ー
ム
編
成
で
あ
る
こ
と
。
女
子
に
限

り
、
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
混
合
チ
ー

ム
で
も
可

〈
中
学
校
女
子
の
部
〉
５
区
間
＝
10
・
１ 

㎞

同
一
校
で
の
参
加
チ
ー
ム
を
編
成
、
参
加

チ
ー
ム
数
は
制
限
な
し

〈
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
〉
５
区
間
＝
22
・
２
㎞

平
成
18
年
６
月
４
日
現
在
40
歳
以
上
で
、

各
市
町
村
単
位
あ
る
い
は
職
場
ク
ラ
ブ
等

の
チ
ー
ム
編
成
で
あ
る
こ
と
　

◆
申
込
受
付
期
限
／
５
月
25
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
大
曲
武
道
館
内
）

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
３
２
０
ま
で

5

大仙市のまち中を、ランナーたちが駆け抜けます。当日は、沿
道での声援をお願いします。

  

「
男
女
共
同
参
画
」
を
も
っ
と
身
近
な
問

題
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
「
男
女
共

同
参
画
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
っ
て
な
に
？
」
と
い
う
疑

問
や
「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
も
っ
と

分
か
り
や
す
く
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要

望
に
お
応
え
す
る
た
め
の
講
座
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
講
師
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
な
ど
の

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
、
お
お

む
ね
10
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
※
場
所
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

◆
開
催
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
の
２
時
間
以
内
、
土
・
日
曜
日
の
開
催

も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
費
用
／
講
師
料
は
無
料
で
す
が
、
会
場
の

手
配
な
ど
は
申
し
込
ま
れ
た
方
で
準
備
願

い
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法
／
申
込
書
に
記
入
し
、
開

催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
男
女
共
同

参
画
室
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
男
女
共
同
参
画
室
お
よ
び
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

男
女
共
同
参
画
室

☎
０
１
８
７(

63)
１
１
１
１

内
線
２
９
９
ま
で

男
女
共
同
参
画
「
出
前
講
座
」

男
女
共
同
参
画
を
よ
り
身
近
に

4
市
制
施
行
記
念
駅
伝

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
春
を
駆
け
抜
け
る

大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111

　
大
仙
市
の
市
制
施
行
を
記
念
す
る
「
第
２

回
大
仙
市
制
施
行
記
念
駅
伝
競
走
大
会
」

が
、
６
月
４
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

当
日
は
、
交
通
規
制
な
ど
み
な
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
と
沿
道

か
ら
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
参
加
チ
ー
ム
の
車
で
の
伴
走
お
よ

び
応
援
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
６
月
４
日（
日
）

開
会
式
＝
午
前
９
時
〜

（
大
仙
市
役
所
大
曲
庁
舎
駐
車
場
）
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9

8

7 6
◆
雇
用
条
件
／

賃
金
／
５
７
０
０
円

通
勤
手
当
／
な
し

勤
務
時
間
／

日
勤
＝

（
早
出
）午
前
７
時
15
分
〜
午
後
４
時

（
普
通
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
遅
出
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時
45
分

夜
勤
＝
午
後
４
時
30
分
〜
翌
日
午
前
９
時

勤
務
内
容
／
施
設
利
用
者
の
介
護

◆
申
し
込
み
方
法
／
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
て
提
出（
郵
送
可
）し
て
く
だ
さ
い

◆
申
込
受
付
期
日
／
５
月
15
日（
月
）※
当
日

ま
で
必
着

◆
採
用
予
定
／
６
月
１
日（
木
）か
ら

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
峰
山
荘

☎
０
１
８(
８
９
５)

２
２
３
６
ま
で

　
５
月
31
日(

水)

ま
で
の
期
間
、全
県
一
斉
に

「
緑
の
羽
根
」
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
当
市
で
も
、
募
金
活
動
を
実
施
し
小
中

学
校
や
市
内
の
各
地
域
に
苗
木
等
を
配
布

す
る
な
ど
環
境
緑
化
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
緑
の
羽
根
募
金
へ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
畜
産
林
業
班

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
４
２
ま
で

　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
啓
発
用
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
男

女
共
同
参
画
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
ビ
デ
オ
タ
イ
ト
ル
一
覧
／

①
21
世
紀
は
み
ん
な
が
主
役
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
の
あ
ら
ま
し
」
23
分
間

②
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
！
「
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
誰
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
40
分
間

③
根
絶
！
夫
か
ら
の
暴
力
「
あ
な
た
は
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？
」
30
分
間

④
広
が
る
未
来
！
私
が
選
ぶ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
女
性
た
ち
」
29
分
間

⑤
元
気
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
「
キ
ラ
キ
ラ
し

て
い
る
女
性
た
ち
」
25
分
間

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

男
女
共
同
参
画
室

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
９
９
ま
で

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
峰
山
荘
」（
協
和

峰
吉
川
半
仙
29
│
90
）で
は
、
臨
時
介
護
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
職
種
・
定
員
／
介
護
職
員
・
１
人

◆
応
募
資
格
／
通
勤
可
能
で
高
齢
者
の
お
世

話
に
理
解
が
あ
る
方

市役所からの

臨
時
介
護
職
員
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
峰
山
荘

アドレス：http://www.city.daisen.akita.jp/content/　
　　　　 for_english/index.html
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全
県
一
斉
「
緑
の
羽
根
」
募
金

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
大
仙
市
の
国
際
交
流
員
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ヘ
ガ
テ
ィ
ー
さ
ん
と
異
文
化
に
つ
い
て
お
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
西
洋
と
日
本
の
考
え
方

や
文
化
の
ち
が
い
、
お
互
い
の
興
味
を
通
し

て
、
楽
し
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
会
話
は

日
本
語
、
英
語
の
ど
ち
ら
で
も
大
丈
夫
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

◆
期
間
／
５
月
18
日
か
ら
７
月
13
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
、全
８
回
※
６
月
29
日
を
除
く

◆
時
間
／
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
20
人
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

◆
参
加
費
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
３
３
９
ま
で

男
女
共
同
参
画
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
際
交
流
タ
イ
ム

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

訂正とおわび
　広報だいせん４月16日号の10ページ「大仙市役所大
曲庁舎地図」の１階と２階が入れ替わっていました。
　また、14ページの「はり・きゅう・マッサージ施術券
の交付」と「人間ドック・脳ドック一部負担金助成」の問
い合わせ先内線番号が、「25 0」となっていましたが
「103・128」の間違いでした。訂正しておわびします。
　なお、大曲庁舎配置図については、広報と一緒に配布し
たチラシをご覧ください。

ベンジャミンさんが作
成しているホームペー
ジもご覧ください。

Benjamin Hegarty

ベンジャミン・
ヘガティー
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子
宮
が
ん
検
診
は
、
今
ま
で
「
20
歳
以
上

で
偶
数
歳
の
女
性
」
が
対
象
で
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
「
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
女
性
は

毎
年
」、「
40
歳
以
上
の
女
性
は
偶
数
年
」と
な

り
ま
す
。
子
宮
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
も
、
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、４
月
か
ら
低
体
重
児
届
出
先
が「
大

仙
保
健
所
」
か
ら
「
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
分

室（
各
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
）」
に
変
わ
り
ま

し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７(

62)

９
３
０
１
ま
で

　　
市
で
は
、
食
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
地
域
で
実
施
し
て
い
る
「
食
生
活
改
善

推
進
員
」
の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
栄
養
や
健
康
に
つ
い
て
の
講
義
や
調
理
実

習
を
通
じ
て
楽
し
く
学
習
し
た
後
「
大
仙
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
」
に
入
会
し
て
い

た
だ
き
、
推
進
員
と
し
て
お
住
ま
い
の
地
域

で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
食
に
つ
い
て

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
女
性
で
、
全
８
回
の

　
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
場
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。
申

し
込
み
受
け
付
け
は
、
５
月
22
日（
月
）午
前

９
時
開
始
で
す
。な
お
、８
月
26
日（
土
）開
催

の
全
国
花
火
競
技
大
会
時
の
予
約
は
、
７
月

20
日（
木
）午
前
９
時
か
ら
開
始
し
、
申
し
込

み
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
は
昨
年
ま
で

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
受
け
付
け

て
い
ま
し
た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
に
と
も

な
い
、
今
年
度
は
市
開
発
公
社
に
て
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
受
け
付
け
時
間
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

キ
ャ
ン
プ
場
管
理
室

☎
０
１
８
７(

68)

４
０
０
０

大
仙
市
開
発
公
社

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１
内
線
２
７
１
ま
で

講
習
に
参
加
で
き
る
方

◆
定
員
／
40
人

◆
申
込
受
付
期
限
／
５
月
15
日(

月)

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７(

62)

９
３
０
１

各
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
自
分
で
歩
け
る
体

力
を
作
る
た
め
、
ユ
メ
リ
ア
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

教
室
を
行
い
ま
す
。
対
象
は
15
人
か
ら
20
人

程
度
の
サ
ー
ク
ル
や
各
団
体
で
、
３
回
に
わ

た
り
健
康
づ
く
り
講
座
を
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送
迎

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

◆
会
場
／
西
仙
北
ぬ
く
森
温
泉
ユ
メ
リ
ア

◆
時
期
／
参
加
期
日
の
希
望
に
応
じ
て
、
１

週
間
に
１
回（
木
曜
日
）ペ
ー
ス

◆
内
容
／
【
や
さ
し
い
運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
実

践
】
頭
の
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
有
酸
素
運

動
・
い
す
に
座
っ
て
の
運
動
・
筋
力
ア
ッ
プ

運
動
・
腰
痛
予
防
体
操
・
ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操

・
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
健
康
入
浴
法

◆
参
加
費
／
無
料
※
昼
食
代
の
み
自
己
負
担

◆
申
込
受
付
期
限
／
５
月
15
日(

月)

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７(

62)
９
３
０
１

各
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

食
を
通
じ
、
地
域
で
活
躍

大曲キャンプ場で自然を満喫してみる
のはいかがでしょうか。

自
分
で
歩
け
る
体
力
づ
く
り

ユ
メ
リ
ア
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

子
宮
が
ん
検
診

今
年
度
か
ら
対
象
者
が
変
更

大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場

予
約
開
始
は
５
月
22
日
か
ら

大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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特
定
福
祉
用
具
の
購
入
に

事
業
指
定
者
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

◎特定福祉用具
　介護保険では、腰掛便座、特殊尿

器、入浴補助用具、簡易浴槽、移動

用リフトのつり具の部分。この５

品目が特定福祉用具になります。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
ど
の
事
業
者
か
ら
特

定
福
祉
用
具
を
購
入
し
て
も
、
申
請
に
よ

り
９
割
分
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
福
祉
用
具
購
入
に
事

業
者
指
定
制
度
が
導
入
さ
れ
、
指
定
を
受

け
た
事
業
者
か
ら
購
入
し
な
い
と
費
用
の

支
給（
９
割
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　
事
業
者
を
よ
く
確
認
し
、
特
定
福
祉
用

具
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

販
売
店
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
居
宅
で
介
護
を
受
け
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
特
定
福
祉
用
具
を
購

入
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
費
用
の
９
割
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、指
定
を
受
け
た
事
業
者
か
ら
用
具
を
購
入
し
な
け
れ
ば
費
用
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
後
に
購
入
費
用
の
９
割
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
同
じ
種
類
の
福
祉
用

具
を
２
つ
以
上
購
入
し
た
場
合
、
２
つ
目

以
降
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
窓
口
／
介
護
保
険
事
務
所
、援
護
福

祉
課（
大
曲
庁
舎
）、
各
総
合
支
所
市
民
課

◆
必
要
書
類
／
領
収
書
、
購
入
し
た
福
祉

用
具
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
写
し
で
も
可
）

◆
支
給
限
度
額
／
10
万
円（
年
度
あ
た
り
）

【
問
い
合
わ
せ
】

介
護
保
険
事
務
所
保
険
管
理
班

☎
０
１
８
７（
86
）３
９
１
１
ま
で

支
給
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

【小４までの児童をもつ保護者】

　平成18年３月31日まで児童

手当を受給していた方は手続き

は不要です。

　４月以降も引き続き受給する

ことができます。

【小５・小６の児童をもつ保護者】

　受給には手続きが必要です。

【所得制限により児童手当を

受給していなかった保護者】

　所得制限額が緩和されたた

め、手当てを受給できる場合が

支給対象児童の年齢と所得制限額が変更

児童手当法の改正
　児童手当法の改正により、４月から支給対象年齢が小学校６年生

まで拡大になりました。対象となる方は、期間中に児童家庭課およ

び各総合支所市民課で申請手続きをお願いします。

【問い合わせ】児童家庭課☎ 0187-63-1111内線173まで

対象

あります。所得制限については

お問い合わせください。

　受給できる方は手続きが必要

です。

５月８日(月) ～ 10日(水)
午前９時～午後５時

５月11日(木) ・12日(金)
午前９時～午後７時

５月13日(土)
午前９時～午後５時

各住所地域の総合支所

市民課

大仙市役所（大曲庁)

市民ホール

大曲地域以外の方

大曲地域の方。
各総合支所市民課
で申請できなかっ
た方

対　象 受け付け期間 会　場

　市では、下表の日程により申請

を受け付けます。

持参するもの／印鑑、健康保険

者証、預金通帳等（郵便局以外）、所

得証明書（平成17年１月２日以降に転
入された方は、平成17年１月１日まで住
所のあった市区町村発行の所得証明書）

児童手当の手続き日程

手続きについて

介

護

保

険

事

務

所

か

ら

の

お

知

ら

せ

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

指
定
事
業
者
制
度

【児童手当支給額】

第１・２子／ 5,000円（月額）

第３子以降／ 10,000円（月額）

【児童手当支払時期】

２・６・10月に４カ月分を支給
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愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、法
律
に
よ
り
生
涯
一
度
の
登
録
と
、年
に
一
度
の
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。最
寄
り
の
会
場

へ
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
り
、
住
所
や
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
も
届
け
が
必
要
で
す
の
で
お
忘
れ

な
く
。
今
回
は
大
曲
地
域
の
日
程
を
掲
載
し
ま
す
が
、
大
曲
地
域
以
外
の
日
程
に
つ
い
て
は
各
地
域
版
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
犬
を
飼
う
場
合
は
、
近
所
に
迷
惑
が
及
ば
な
い
よ
う
に
気
を
配
り
、
ふ
ん
の
置
き
去
り
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【平成18年度大曲地区犬登録および狂犬病予防注射日程表】

実　施　場　所

　角間川・藤木

　内小友

　四ツ屋

　各地区公民館

月 日 実施時間
５月24日
（水）

５月26日
（金）

５月25日
（木）

５月27日
（土）

５月28日
（日）

 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:35～ 10:55
11:10～ 11:40
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 15:00
15:10～ 15:30

 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:30～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 14:50
15:00～ 15:20

 9:30～  9:50
10:05～ 10:25
10:40～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 14:50
15:00～ 15:20
15:30～ 15:50

 9:00～ 10:00
10:20～ 11:20
13:30～ 14:30
14:50～ 15:50
 9:00～ 10:00
10:20～ 11:20
13:30～ 15:00

二ッ屋会館
高関中央会館
半在家会館
新谷地会館
こがね児童館
水木田元菊池製作所前
松倉会館
南大川原会館

館荒町会館
中沢会館
伊岡児童館
内小友公民館中山分館
余目児童館
九十九沢会館
中田児童館
みやはやし児童館

中野児童館
木内児童館
愛宕町会館
川港親水公園浜倉前
大保児童遊園
八圭会館
ふじのみ児童館
石堂加茂神社
下深井会館

大川西根公民館
内小友公民館
角間川公民館
藤木公民館
四ツ屋公民館
花館公民館
大仙市役所大曲庁舎

実　施　場　所

　花館

　大川西根

　大曲

月 日 実施時間
５月15日
（月）

５月16日
（火）

５月16日
（火）

５月17日
（水）

５月18日
（木）

５月19日
（金）

 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:30～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 14:30
14:40～ 15:10
 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:35～ 10:55
11:10～ 11:40

13:30～ 14:00
14:10～ 14:30
14:40～ 15:10
15:20～ 15:40

 9:00～ 10:00
10:10～ 10:30
10:40～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 15:30
 9:30～  9:50
10:00～ 10:20
10:30～ 11:00
11:10～ 11:40
13:30～ 14:00
14:10～ 14:40
14:50～ 15:10
15:20～ 15:40
 9:30～ 10:30
10:40～ 11:00
11:10～ 11:30
13:30～ 13:50
14:00～ 14:20
14:30～ 15:30

上大戸児童館
下大戸会館
家畜保健衛生所
若竹町第一児童公園
大花児童公園
福田町会館
間倉・豊後野担い手センター

下袋生活総合センター
柳町会館
さるびや児童公園

蛭川部落会館
鳥居児童館
元木児童館
嶋児童館

日の出児童館
飯田団地会館
川目児童館
おぬき児童館
和合会館
古四王際会館
住吉町児童館公園東側
中通児童館※（下欄参照）
八幡児童公園
白金児童公園
あかしや児童公園
とまき会館
戸巻町児童公園
まるこ児童公園
ひだまり児童館
花園児童センター
緑町遊園地
こぶし児童館
東川多目的研修集会施設
大曲施設工業前
桂近隣公園南側 ※中通児童館は、場所が「大曲パーキング横」に変更

　されていますのでご注意ください。

【問い合わせ】

各総合支所市民課

大曲地域の方は

環境課☎ 63-1111（内線277）まで

　【神岡地域】５月17日(水)・18日(木)

　【西仙北地域】５月23日(火)～ 26日(金)

　【中仙地域】５月16日(火)～ 19日(金)

　【協和地域】５月24日(水)・26日(金)・30日(火)

　【南外地域】５月15日(月)・16日(火)

　【仙北地域】５月20日(土)・21日(日)

５月27日（土）

　【太田地域】５月29日(月)～６月１日(木)

　※地区別の詳しい時間、場所等については、これ
から発行される「広報だいせん地域版」でお知ら
せする予定です。

各地区の日程について

愛犬の

予防注射

お忘れなく

◆接種料　3,070円
◆登録料　3,000円
　※なるべくおつりのな

いようにお願いします。
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　４月16日（日）、花づくり活動を通して特色ある地域づく

りを図っている「おおた花の会」（小松國男会長）の総会と研

修会が行われました。

　太田公民館で行われたこの会には、会員など約100人が出

席。平成18年度の事業計画や花だんの土づくりなどの日程が

決められました。

　その後の研修会では、花だんづくりの体験発表が行われ、
り せ ゆう か

太田北小学校６年の小田嶋理世さんと阿部有香さんが、全校

児童による花だんづくりを紹介したほか、駒場新生会の佐々
さだなお

木貞直さんが「地域花だんの整備を通じて花づくりの輪がで

きた。その輪をさらに広げ、地域と交流を図りたい」と話し

ました。

　同会では、花づくりの実技研修のほか、地域内のスイセン

ロードの拡大や公共施設の花だん整備などのボランティア活

動、また、太田中学校前庭で太田公民館と共催の「ミニ花だ

んフェア」（今年は９月２日・３日を予定）も行っています。

　おおた花の会では、一緒に花づくりを楽しむ会員（年会費

1,000円）を募集しています。詳しくは、おおた花の会事務局

（☎ 0187-88-1119）までお問い合わせください。

10

おおた花の会が総会と研修会

ミニ花だんフェアなどの日程調整と体験発表会

10

　４月23日、秋田県立農業科学館で「子ども読書

の日・読み聞かせ会」が行われました。

　この日は、国が「子ども読書の日」と定めてい

ることを受けて、県内各地で読み聞かせや読書に

関するイベントが行われました。

　農業科学館で行われた読み聞かせ会には、親子

連れ35人が参加。大曲図書館ボランティアおはな

しの会（堀内良子会長）による、表現力豊かな読み

聞かせに、子どもたちからは笑顔がこぼれていま

した。

　また、読み聞かせ終了後には、農業科学館で栽

培している花が紹介され、参加者には同館から押

し花のしおりが配られました。

　大曲図書館ボランティアおはなしの会では、毎

週水曜日午後３時から大曲図書館を会場に読み聞

かせを行っています（30分程度）。

　大曲図書館で子どもと一緒に、本を読む楽しさ

を体験してみませんか。

農業科学館で「読み聞かせ会」

４月23日は「子ども読書の日」

写真上／太田北小
学校６年生小田嶋
さんと阿部さんに
よる、全校花だん
づくりの紹介。

写真左／おおた花
の会による「ミニ
花だんフェア」。

写真上／読み聞かせの楽し
さに、思わず笑顔の子ども
たち。

写真右／「大曲図書館ボラ
ンティアおはなしの会」に
よる読み聞かせ。
　参加者は、親子で絵本を
楽しみました。
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　４月14日、秋田わか杉国体大仙市実行委員会の18年度第１

回総会が広域交流センターで行われました。

　委員約80人が出席し、17年度事業報告、決算報告、18年

度事業計画、予算、競技別リハーサル大会開催要項が原案通り

承認されました。

　今年度は、市内を会場に来年の国体に向けたリハーサル大会

が開催されます。県内でのリハーサル大会の皮切りとなる第47

回都道府県対抗なぎなた大会（５月27、28日）をはじめ、第11

回ジャパンオープンハンドボールトーナメント・女子の部（８月

　西仙オールドカークラブ（渡部政彦会長）主催の

「カー＆バイクミーティング ユメリア2006」が、

４月16日西仙北ぬく森温泉「ユメリア」で開催さ

れました。

　今年で５回を数えるこのイベントは、生産から

約20年以上過ぎた国産車、外車のオーナーや車愛

好者が一同に集まり、交流を深めることを目的と

しています。

　当日は、あいにくの雨模様でバイクの参加者が少

なかったのですが、県内をはじめ東北、関東などか

ら約70台の車やバイクのオーナーが訪れ、車好き、

バイク好きの人々とのふれあいを楽しみました。

カー＆バイクミーティング ユメリア2006

雨の中、オールドカー愛好者が勢揃い

オールドカー約70台がユメリアに集結。車好きの方々
が交流を楽しみました。

　４月14日、南外火災予防組合連合会（高橋良子

会長）の今年度総会が、南外コミュニティセンター

で行われました。

　総会には会員約60人が参加。17年度の活動報

告や今年度の事業計画が協議された後、高橋和

夫・大曲消防署南外分署長から火災予防について

の講話を聞きました。

　また最後には、役員11人による「おじいさんが倒

れた こんなときどうする!!」と題した救命寸劇を披

露。救急車が到着するまで、必要に応じて人工呼吸

と心臓マッサージを行い、救命率を高める一次救命

措置「心肺蘇生法」の大切さを紹介しました。

　「昨年10月の県婦人防火研修会で、横手市横手

境町地区火災予防組合が発表した寸劇をお手本に、

２月中旬から週１回のペースで練習を重ねました」

と高橋会長。「心肺蘇生法について知っていても、

いざ実践となると二の足を踏んでしまいます。尊

い命を救うために、勇気を出して行ってほしい」

と話してくれました。

南外火災予防組合連合会総会
寸劇で救急救命の大切さ訴える

９～11日）、第41回全国都道府県対抗自転車競技大会・ロードレース（８月20日）が予定されています。

　市では、市民のみなさんとともにリハーサル大会を盛り上げ、国体本番への関心や参加意識を高めたいと考え

ていますので、ご協力をお願いします。

国体に向けた話し合い。
市民全員で、国体を大いに盛り上げましょう。

南外火災予防組合連合会役員による「救命寸劇」。

秋田わか杉国体大仙市実行委員会
リハーサル大会も始まります
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　４月18日、協和地域小種地区に建設された穀類乾燥調製施

設「たねっこライスセンター」の竣工式が行われ、組合員のほ

か、県や市、JA秋田おばこ関係者ら約80人が出席しました。

　同施設は農事組合法人「たねっこ」が事業主体となり、国の

強い農業づくり交付金と大仙市補助金を受けて建設したもの

で、施設の大きさは鉄骨２階建て延べ床面積約749平方メート

ル。米・大豆併用型遠赤外線乾燥機や大豆色彩選別機等を設備

し、水稲120ヘクタール・大豆30ヘクタール分の処理が可能

となっています。

　組合では、施設運営のほか、市が所得拡大複合作物として勧

めている無臭大豆「すずさやか」の栽培にも取り組み、平成19

年度から始まる品目横断的経営安定対策にも対応できるよう、

農業法人組織体制で運営していく予定です。

小種地区に「たねっこライスセンター」誕生

　４月17日から19日までの３日間、大曲地域の玉川橋下流右

岸と丸子川の２カ所で、四ツ屋小、内小友小、神宮寺小、花館

小、大曲東保育園、大曲中央保育園、大曲南幼稚園による「鮭

の稚魚放流」が行われました。

　放流式は、身近な川へ稚魚を放流することで、子どもたちに

自然への親しみと、自然環境の大切さを学んでもらおうと毎年

行われているものです。

　今年は新たに、神岡地域の神宮

寺小学校３年生30人も参加し、体

長４～６㎝程の稚魚を川に放流し

ました。

　子どもたちは、美しい川にしか

戻らないという鮭に「川をきれい

にするから元気に戻ってきてね」

と声をかけながら、元気に泳ぐ稚

魚を見守りました。

　３日間で放流された稚魚は約９

万匹。稚魚は海に出て北洋の方で

育ち、３年から５年の間に約

1,000匹が体長60㎝程に成長し、

戻ってくるそうです。

玉川と丸子川で鮭の稚魚放流
元気に戻ってきてね

写真左／４月17日、
玉川で行われた、内
小友小４年生、四ツ
屋小２年生、神宮寺
小３年生による放流。

写真右下／４月 1 8
日に玉川で行われ
た、花館小学校３年
生による放流。

写真左下／４月 1 9
日、丸子川で行われ
た大曲東保育園、大
曲中央保育園、大曲
南幼稚園による放流。

写真上／たねっ
こ ラ イ ス セ ン
ターの外観。

写真右／竣工式
では、今後の安全
操業を祈願しま
した。

18



　４月15日（土）、太田地域の太田交流プラザ（太田球場南側）

で恒例の「朝市」が行われました。

　朝市には、ホウレン草や横沢曲がりねぎのほか、高菜漬けなど

の農産加工品、切り花などが多数並んだほか、中仙地域のヘル

シーフード中仙ブランドの会（坂本高利会長）からも多くの特産物

が出品され、新鮮な農産物を求める大勢の人でにぎわいました。

　この朝市は、農産物などの地産地消を進めようと昨年度から

始まりました。今年度は、交流プラザ朝市・夕市の会（高橋広

之会長）の主催で11月まで毎月１、２回程度（午前８時～９時）

行う予定です。会場は太田交流プラザですので、みなさんぜひ

お越しください。

　次の開催日は５月20日です。それ以降の開催日については、

今後の広報等でお知らせします。

　春の交通安全運動として４月16日、大曲地域大

川西根地区で第９回交通安全集会が行われました。

　交通安全集会は毎年行われているもので、例年

であれば通学路のクリーンアップも併せて行って

いますが、今年は悪天候のため中止となりました。

　この日、交通安全集会には地域の方々約300人

が集まり、地元駐在所警察官の交通安全指導や同

地区の新小学生15人が紹介された後、全員で交通

事故防止を誓いました。

　また、大川西根小学校の呼びかけによって組織

された「大川西根子ども見守り隊」の紹介も併せ

て行われ、ボランティアとして活動に参加する地

域の方々59人が紹介されました。

　見守り隊は大川西根小学校の校章が入った緑色

の帽子と腕章を着用し、小学生の登下校時に見守

り活動を行う予定です。

太田交流プラザ「朝市」
新鮮な農産物はいかが

大川西根地区交通安全集会

地域の安全はみんなで守る

たくさんの人が集まり、地域の安全を誓いました。

太
田
の
朝
市
は
、
毎
月
１
、
２
回
程
度
行
わ
れ
、
８
月

に
は
夕
市
も
行
う
予
定
で
す
。
新
鮮
な
野
菜
が
多
数

販
売
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　４月７日、人権

擁護委員を退任さ

れた伊藤冨美雄さ

ん（神岡地域北楢

岡）に法務大臣か

ら感謝状が贈呈さ

れました。

　伊藤さんは、平

成元年から17 年

まで、６期17年間

にわたり地域に人

権思想を広め、人

権の擁護活動に尽

力されました。

　人権擁護委員

ふ み お伊藤冨美雄さんに法務大臣表彰
長年の人権擁護活動に感謝を

は、人権擁護に理解のある方を市区町村長が推薦

し、法務大臣が委嘱した民間の方々で、日ごろか

ら地域に根ざした人権思想の啓発活動を行ってい

ます。

　秋田地方法務局の小沼武大曲支局長から感謝状

を受け取った伊藤さんは「社会情勢の移り変わり

により毎年新たな問題が出てきます。今回退職す

ることになりましたが、これからも人権擁護活動

を側面からサポートしていきたい」と話してくれ

ました。

今後も人権擁護活動をサポート
していきたいと話す伊藤さん。
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■すとう　れい
平成３年５月２日生まれ、西仙北地域・刈和野在住。
第17回読書感想画中央コンクールに「僕らの朝」
を応募。中学生の部で最優秀賞、日本一に輝く。秋
田県代表としては初の快挙。
構図が力強く、躍動感があり生命力に満ちあふれ
ている作品には、植物の緻密な描写と自身が登校
する姿を重ね合わせながら、道端に潜む生命のた
くましさが表現されている。
バドミントンの実力もトップクラス。昨年は全県
の新人戦で優勝。全国でもベスト16入り。

興
味
を
見
つ
け
て
、
何
事
に
も
挑
戦

　
　
第
17
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

須
　
藤  

　
嶺 

さ
ん
（
西
仙
北
東
中
学
校
３
年
）生命力に満ちあふれた作品「僕らの朝」。

　
そ
の
作
品
か
ら
は
植
物
の
力
強
さ
、
命
の

た
く
ま
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
構
図
が

力
強
く
、
躍
動
感
が
あ
り
生
命
力
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
」
と
評
価
を
受
け
た
。

　
西
仙
北
東
中
学
校
３
年
の
須
藤
嶺
く
ん
が

描
い
た
「
僕
ら
の
朝
」
と
い
う
作
品
は
、
植

ち

み
つ

物
の
緻
密
な
描
写
と
自
身
が
登
校
す
る
姿
を

重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
道
端
に
潜
む
生
命
の

た
く
ま
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
作
品
が
「
第
17
回
読
書
感
想
画
中
央

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
中
学
生
の
部
の
最
優
秀

賞
に
見
事
に
輝
い
た
。
今
回
の
応
募
点
数
は

小
・
中
・
高
校
生
あ
わ
せ
て
46
万
７
８
３
９

点
、
参
加
は
７
２
８
４
校
に
及
ぶ
。
日
本
一

に
輝
い
た
中
学
生
、
秋
田
県
代
表
と
し
て
は

初
の
快
挙
だ
。

　
須
藤
く
ん
が
読
ん
だ
本
は
、
指
定
図
書

「
雑
草
た
ち
の
陣
取
り
合
戦
・
身
近
な
自
然

の
し
く
み
を
と
き
あ
か
す
」
（
根
本
正
之

著
・
小
峰
書
店
）。
雑
草
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

し
く
み
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
科
学
書
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属
す
る
須
藤
く
ん

は
、「
陣
取
り
合
戦
と
い
う
言
葉
に
ひ
か
れ

る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
雑
草
も
生
き
る
た

め
に
必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
命
の
す
ば

ら
し
さ
、
た
く
ま
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
厳
し
い
環
境
の
中
で

生
き
る
雑
草
の
姿
に
、
雑
草
も

人
間
も
同
じ
命
な
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
」
と
語
る
。

　
作
品
は
、
４
カ
月
か
け
て
描

き
上
げ
た
。
ま
ず
は
自
宅
周
辺

に
生
え
た
雑
草
の
写
真
撮
影
か

ら
始
め
た
。
写
真
を
基
に
雑
草

を
観
察
し
、
水
彩
、
色
鉛
筆
、
色

ペ
ン
な
ど
を
使
用
し
た
ミ
ッ
ク

ス
ド
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
複
数
の
技
法
を
組
み

合
わ
せ
た
手
法
で
、
細
い
葉
脈
の
１
本
１
本

ま
で
丹
念
に
描
写
。
も
の
に
は
光
と
陰
が
あ

り
、
同
じ
色
で
も
深
く
観
察
す
る
と
色
調
が

違
う
こ
と
な
ど
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　「
と
に
か
く
大
変
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

「
絵
に
登
場
す
る
カ
エ
ル
は
僕
で
す
。
そ
し

て
自
転
車
に
乗
る
の
も
、
全
体
を
見
つ
め
て

い
る
も
の
、
や
は
り
僕
で
す
。
こ
の
３
つ
の

視
点
を
構
図
に
ま
と
め
る
の
に
苦
心
し
ま
し

た
。
で
も
、
両
親
に
励
ま
さ
れ
最
後
ま
で
描

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
両
親
へ
の
感
謝

は
忘
れ
な
い
。

　
美
術
担
任
の
田
中
武
晴
先
生
は
「
須
藤
く

ん
の
集
中
力
と
意
志
の
強
さ
が
現
れ
て
い
ま

す
。
細
か
く
繊
細
で
、
す
ば
ら
し
い
作
品
に

仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
実
力
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
昨
年
の
県
大
会
新
人
戦
で
優
勝
、
全
国

で
も
ベ
ス
ト
16
入
り
す
る
ほ
ど
だ
。
４
月
22

日
に
開
催
さ
れ
た
大
曲
仙
北
中
学
校
春
季
大

会
で
は
、
堂
々
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
以
外
に
も
多
方
面
に
わ

た
り
そ
の
実
力
を
発
揮
す
る
須
藤
く
ん
。

「
物
事
に
の
め
り
込
み
、
集
中
す
る
タ
イ
プ
」

と
自
己
分
析
す
る
が
、
興
味
を
見
つ
け
て

は
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る
。
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私たちが支援します！

「大仙市集落営農・法人化支援センター」

４月から活動開始

◆ 所  長 ◆

支
援
セ
ン
タ
ー
一
丸
と

な
っ
て
、
多
く
の
経
営

体
が
生
ま
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

藤 

澤 

壽 

一

「
お
お
き
な
せ
な
か
に
」

和
と
輪
と
話
を
つ
く
り
、

集
落
営
農
に
向
け
て
、

と
も
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。

老 

松 

忠 

司

土
に
ふ
れ
て
、
収
穫
の

喜
び
が
い
つ
ま
で
も
続

く
農
業
の
後
押
し
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　 

貝
　
　
亨

経
済
連
に
40
年
勤
務
。

得
意
分
野
は
経
理
部
門

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

堀 

松 

信 

行

農
業
を
存
続
さ
せ
る
た

め
、
地
域
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
、
前
に

進
み
ま
し
ょ
う
。

黒 

澤 

光 

久

◆  専  門  指  導  員  ・  STAFF  ◆

集落営農のサポーター。左から藤澤、堀松、老松、黒澤、　貝の
５人の指導員。

　
国
の
農
業
施
策
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
農
業
を
支
え
る
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育
成

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
農
業
の
担
い
手
と
な
る
集
落
を
基
礎
と
し

た
集
落
組
織
の
育
成
や
法
人
化
を
推
進
す
る
た
め
、
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
名
称
は
「
大
仙
市
集
落
営
農
・
法
人
化
支
援
セ
ン

タ
ー
」。
５
人
の
専
門
指
導
員
が
、
集
落
営
農
の
組
織

化
・
法
人
化
の
指
導
、
営
農
指
導
を
行
い
、
農
業
の
担

い
手
を
育
成
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
農
林
商
工
部
農
林
振
興
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１
内
線
２
４
５

◆ 住    所 ◆
〒019-1601
大仙市太田町横沢字掘ノ内46番地

☎ 0187(88）1920

新年度事業
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あて先はこちらまで
（住所不要）

　この季節の空には「こいのぼり」

が一番似合う。

　取材の行き帰り、車窓からなが

める、こいのぼりの周りで遊ぶ子

どもたちの姿や、はしゃぐ声が聞

こえそうでほほえましい。

　子どものすこやかな成長を祝

い、そして願う気持ちは、いつの

時代も同じ。

「風薫る五月」

革
プ
ラ
ン
に
向
け
、
政
策
が
打
ち
出
さ

れ
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
格
差
の
な
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
政
策

に
柔
軟
さ
を
見
い
出
し
、
市
民
一
人
一
人
が

一
体
感
の
も
て
る
感
覚
を
養
い
、
身
に
付
け

た
い
も
の
で
す
。（

大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

真
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で

知
人
が
３
人
も
写
っ
て
い
ま
し
た
。

　
創
刊
号
の
時
は
、
な
ん
て
見
づ
ら
い
広
報

な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
ん

な
気
が
し
ま
せ
ん
。

（
中
仙
地
域
・
31
歳
女
性
）

地
域
協
議
会
の
、
内
容
等
の
掲
載
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
68
歳
男
性
）

用
条
件
が
ど
ん
ど
ん
悪
化
し
て
い
ま

す
。
パ
ー
ト
す
ら
難
し
い
状
態
。

　
正
社
員
と
し
て
頑
張
る
た
め
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
た
い
の
で
す
が
、
会
社
を
休
め

る
わ
け
も
な
く･･･

。

　
せ
め
て
、
夜
間
に
学
べ
る
機
会
な
ど
が
あ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
南
外
地
域
・
46
歳
女
性
）

書
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
よ
う
に･･･

。

お
願
い
し
ま
す
。

（
太
田
地
域
・
43
歳
女
性
）

れ
か
ら
花
見
の
季
節
で
す
が
、
桜
や
ツ

　
　
ツ
ジ
な
ど
、
大
仙
市
の
花
見
の
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
協
和
地
域
・
47
歳
女
性
）

作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
真
が
と

て
も
良
か
っ
た
で
す
。

�

（
中
仙
地
域
・
31
歳
男
性
）

校
栄
養
士
さ
ん
の
レ
シ
ピ
は
、
食
べ
や

す
い
料
理
で
い
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
で
食
べ
安
い
レ
シ
ピ

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
南
外
地
域
・
39
歳
女
性
）

年
度
に
な
り
小
学
校
に
入
学
す
る
１
年

生
を
見
か
け
ま
す
。
私
は
車
を
運
転
す

る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
り
桜
も

楽
し
み
で
す
。
大
仙
の
桜
の
名
所
や
き
れ
い

な
風
景
を
特
集
し
て
欲
し
い
で
す
。

（
協
和
地
域
・
22
歳
女
性
）

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行
わ
れ
た
催
し
物
が

紹
介
さ
れ
て
い
て
、
楽
し
く
拝
見
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
51
歳
女
性
）

養
の
あ
る
料
理
レ
シ
ピ
だ
っ
た
の
で
、

子
ど
も
に
作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
25
歳
女
性
）

は
い
つ
も
「
お
・
も
・
わ
・
ず
パ
チ
リ
」

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
４
月
１

日
号
は
初
心
者
マ
ー
ク
で
し
た
ね
。

　
運
転
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

早
く
大
き
く
な
っ
て
車
を
運
転
し
て
み
た

い
で
す
。

（
中
仙
地
域
・
12
歳
女
性
）

役
所
の
窓
口
で
道
を
聞
い
た
ら
、
簡

略
化
さ
れ
た
地
図
を
見
せ
ら
れ
、
表

示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

が
非
常
に
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
。

　
も
う
少
し
分
か
り
や
す
い
地
図
を
用
意

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

（
大
曲
地
域
・
48
歳
男
性
）

８
市
町
村
の
行
事
等
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
材
さ
れ
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
要
望
と
し
て
は
、
18
年
度
当
初
予
算
も

決
定
さ
れ
た
の
で
、
特
に
一
般
会
計
の
内

容
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
中
仙
地
域
・
66
歳
男
性
）

紙
の
写
真
は
、
み
な
さ
ん
桜
が
咲
い

た
笑
顔
で
良
か
っ
た
で
す
ね
。

　
大
仙
市
の
総
合
計
画
を
知
る
事
が
で
き
、

市
民
の
一
人
と
し
て
心
強
さ
を
覚
え
ま
す
。

　
将
来
都
市
像
に
沿
っ
て
夢
・
希
望
を
も

ち
、
誇
り
高
く
生
き
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

私

新 こ

４
月
１
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

改写

市

そ栄

雇

旧表

新

各

学

図

　今年の大型連休は、こいのぼりにとって、そして私た

ちにとっても、良いお天気になるのかな。
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う
れ
ん
草
も
、
普
段
は
お
ひ
た
し
や
ご

ま
和
え
な
ど
で
す
が
、
こ
ん
な
食
べ
方

も
あ
る
ん
だ
と
、
学
校
栄
養
士
さ
ん
の
レ
シ

ピ
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

（
神
岡
地
域
・
35
歳
女
性
）

役
所
に
行
っ
た
ら
、
窓
口
の
方
が
笑
顔

で
対
応
し
、
親
切
に
質
問
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
保
険
証
の
発
行
も
び
っ
く
り
す
る
程
早
く

感
心
し
ま
し
た
。（

協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

仙
市
の
行
事
が
良
く
わ
か
り
、
毎
回
楽

　
　
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
協
和
地
域
・
78
歳
男
性
）

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

国体のリハーサル大会である都道府県対抗の
なぎなた大会はいつ開催でしょう？

①5月27日　②８月9日　③8月20日

5 15

（１人当たり）
エネルギー 169Kcal
たんぱく質 14.9g
脂　質 7.7g
カルシウム 161mg
鉄 1.7mg
ビタミンＣ 24mg

材　料（５人分）
（豆腐ハンバーグ）
◆木綿豆腐/450g◆鶏挽き肉/150g◆モロヘイ
ヤ/50g ◆玉ねぎ/100g ◆ニンジン/75g ◆た
まご/１個◆おろしショウガ/5g ◆片栗粉/10g
（おろしソース）
◆大根/150g◆大葉/5g◆しょう油/30g◆み
りん/20g

作り方
①豆腐を30分位水切りしておく。
②モロヘイヤをゆでて、細かく刻んでおく。ニ
ンジン、玉ねぎはみじん切りにしておく。

③水切りした豆腐と②で切った野菜と鶏挽き
肉、たまご、おろしショウガ、片栗粉をよく
混ぜ合わせる。

④よく混ぜたら、形を整えてフライパンで焼く。
⑤千切りにした大葉と大根おろし、調味料でお
ろしソースを作り、できあがった豆腐ハン
バーグにかけて完成。

　モロヘイヤにはカルシウム
が多く含まれます。骨粗鬆症を
予防したり、イライラを防いで
くれます。また、モロヘイヤの
ネバネバは「ムチン」という成
分で、糖尿病などの予防に効果
があります。このムチンは胃壁
を保護する作用があるので、消
化不良や食欲不振などの胃の
トラブルを予防してくれます。

が
家
の
福
寿
草
が
見
事
に
咲
き
ま
し

た
。
毎
年
増
え
て
黄
色
の
花
が
鮮
や
か

で
す
。

　
こ
ん
な
風
に
私
の
と
こ
ろ
に
も
「
福
」
が

来
て
く
れ
る
と
い
い
の
に
な
ー
、
と
願
っ
て

い
ま
す
。

（
中
仙
地
域
・
38
歳
女
性
）

校
栄
養
士
さ
ん
の
レ
シ
ピ
を
見
て
い
る

と
給
食
が
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
高
校

は
お
弁
当
な
の
で
、
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

取
る
の
は
難
し
い
で
す
。

　
不
規
則
な
生
活
で
体
調
を
崩
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
レ
シ
ピ
を
ま
ね
し

て
元
気
な
体
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
仙
北
地
域
・
16
歳
女
性
）

紙
の
子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔

に
癒
や
さ
れ
ま
す
。

　
２
人
の
子
ど
も
の
誕
生
と
と
も
に
植
え
た

桜
の
木
も
30
数
年
経
ち
ま
し
た
。

　
立
派
な
２
本
の
桜
で
花
見
を
す
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

（
仙
北
地
域
・
58
歳
女
性
）

作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
て
、
埼
玉

の
知
人
に
メ
ー
ル
し
た
ら
「
ズ
ー
ム
イ

ン
で
見
た
よ
。
ブ
タ
も
空
を
飛
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
ね
」
と
、
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

（
太
田
地
域
・
56
歳
女
性
）

つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

�

（
大
曲
地
域
・
29
歳
男
性
）

ほ

学 わ

表

大

新い

市
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11月25日（土）
午後６時30分開演

入場料／4,500円（予定）

太田・伊勢・大野ポップスコンサート
太田裕美と伊勢正三、「ガロ」の大野真澄の競演

ジャズやポップスなど
ちょっと大人の音楽をどうぞ

大人から子どもまで
楽しめる催しをどうぞ

10月22日（日）午後2時30分開演
入場料／S席3,000円・A席2,000円（予定）

く でん

「おりん口伝」伝
荒川鉱山を舞台にした朗読

　荒川鉱山を舞台にした小説「おりん口伝」。
　この物語を中心に、おりんの生きた世界を紹介しな

とき こ

がら、作者「松田解子」の生き方を、劇的朗読家「松
川真澄」が語る朗読会。

平成19年

３月29日（木）開演時間未定
入場料／大人 4,000円、高校生以下 2,000円（全席指定）

劇団四季公演
劇団四季によるミュージカル（内容未定）

　劇団四季によるミュージカル。
　詳しい公演内容については今後の広報等でお知らせ
します。楽しみにお待ちください。

６月11日（日）
午後３時開演

入場料／3,000円（全席指定）

大泉逸郎と若竹舞踊団歌と踊りの競演
「孫」の大泉逸郎と若竹舞踊団の華やかな舞台

チケット発売中

７月30日（日）
午後３時開演

入場料／無料（要整理券）

航空自衛隊三沢音楽隊コンサート
自衛隊音楽隊による入場無料のコンサート

※写真はイメージです。

９月30日（土）
午後６時30分開演

入場料／2,500円（予定）

チェルシーブルースJazzコンサート
林文夫カルテットとG.Hオーケストラの競演

12月10日（日）
午後３時開演

入場料／4,500円（予定）

アート オブ ブラス ウィーンコンサート
ウィーンフィルの金管アンサンブル特別来日

協和市民センター 年間事業の紹介中仙市民会館 年間事業の紹介

10月16日（月）
午後７時開演

入場料／5,000円（全席指定）

夏川りみConcert Tour2006～とことわ～
癒しの歌声、沖縄の風を感じてください。

９月10日（日）
開演時間未定

入場料／無料（自由席）

海上自衛隊大湊音楽隊コンサート
自衛隊音楽隊による入場無料のコンサート

※写真はイメージです。
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会館情報
大曲市民会館 年間事業の紹介

　各市民会館の年間事業計画（予定）です。
　詳しい内容やチケット発売日については、
今後の広報等でお知らせします。

本格的な音楽ホールで
本格的な催しをどうぞ

年間の事業計画

大曲市民会館
大仙市大曲日の出町2-6-50  ☎ 0187-63-8766

中仙市民会館（ドンパル）
大仙市北長野字袴田95　☎ 0187-56-7200

協和市民センター（和ピア）
大仙市協和船岡字大袋1-7  ☎ 018-892-3820

11月３日（金）
午後２時開演

入場料／S席6,000円・A席

5,000円・B席4,000円（全

席指定）

ドイツデュッセルドルフ交響楽団
交響楽団によるクラシックのコンサート

11月８日（水）
午後６時開演

入場料／S席6,000円・A席

5,000円・B席4,000円（全

席指定）

松竹大歌舞伎
かん じんちょう

９代目松本幸四郎「勧進帳」公演

12月３日（日）
午後３時開演

入場料／1,000円（自由席）

東北六県民謡日本一唄くらべ
民謡日本一に輝いた歌い手の共演

※写真はイメージです。

平成19年

１月６日（土）
７日（日）

正午開演
入場料／一般500円・高校生
以下300円（自由席 両日券）

大曲新人音楽祭コンクール
全国の若手音楽家によるコンクール

６月18日（日）
午後１時30分開演

入場料／1,500円（自由席）

33rd 蔦バレエ研究所発表会
平成18年度県民芸術祭参加作品の発表
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● ８日 ・月 定例記者会見

● ９日 ・火 秋田県建設士会仙北支部総会

● 10日 ・水 のびのびランド１周年記念式典

● 11日 ・木 真木真昼県立自然公園

を美しくする会

● 12日 ・金 大曲人権擁護委員協議会定時総会

● 16日 ・火 大仙市身体障害者福祉協会総会

● 19日 ・金 大曲駅前開発（株）総会

● 20日 ・土 仙北組合総合病院早期移転

新築推進会議定期総会

「地域医療を考えるシンポジウム」

● 22日 ・月 仙北地域市長面会日

● 24日 ・水 大仙市開発公社理事会

● 26日 ・金 東北市長会役員会議・総会

● 27日 ・土 都道府県対抗なぎなた大会開会式

● 29日 ・月 県南環境保全センター株主総会

● 30日 ・火 太田地域市長面会日

● 31日 ・水 秋田県史跡整備市町村協議会

全県市町村長会議

４月17 日に玉川で行われたサケ稚魚放流式で、
子どもたちと一緒に稚魚を放流した栗林市長。

[５月の市長の動き]
※日程が変更になる場合があります。

22日（月）午前10時～11時30分
会場／仙北総合支所
【問い合わせ・申し込み】

仙北総合支所地域振興課

☎ 0187-63-3003

30日（火）午前10時～11時30分
会場／太田総合支所
【問い合わせ・申し込み】

太田総合支所地域振興課

☎ 0187-88-1111

５月の市長面会日
※事前の申し込みが必要です

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／全席指定3000円

チケット取扱所
ジャスコ中仙店サービスカウン
ター、新星楽器、荒川書店、ブッ
クイン105、榊田楽器店、大曲
市民会館、協和市民センター（和
ピア）、仙北ふれあい文化セン
ター、中仙市民会館（ドンパル）、
渡辺舞台企画

チケット絶賛発売中

大泉逸郎と
若竹舞踊団
～歌と踊りの競演～

【問い合わせ】

中仙市民会館（ドンパル）☎ 0187-56-7200まで

６月11日(日)
午後２時30分開場、午後３時開演

集まれ！子ども太公望

第26回
大曲子どもつり大会
　第26回大曲子どもつり大会を

行います。当日は雨天決行します。

◆対象／小・中学生

◆時間／午前６時～10時（午前

５時30分受け付け開始）

◆会場／大仙市つり公園

　　　　　　　　（大曲飯田沼）

◆持参するもの／釣り道具一式

【問い合わせ・申し込み】

商工観光課☎ 0187-63-1111内線252まで

今年も魚との静かなる真剣勝負が繰
り広げられます。

◆会場／大曲市民会館

◆曲目／ゴシック（大曲吹奏楽団委嘱作品・木下牧子作曲・初演）、

ホープタウンの休日、海へ…吹奏楽のために、パルセイショ

ン、五月の風、リトル・マーメイド・メドレーなど

◆入場料／

　　【前売り券】自由席　700円

指定席1,000円

　　【当日券】 自由席1,000円

指定席1,200円

◆ホームページアドレス／

http://www.geocities.jp/omagarisui/
【問い合わせ】

大曲吹奏楽団事務局佐藤敦さん☎ 090-1499-0256まで

第34回定期演奏会

大曲吹奏楽団

５月14日(日)
午後１時30分開場、午後２時開演

チケット取扱所
大曲中央公民館、リバーブルフル
ヤ、榊田楽器店、ヤマハ秋田店、
郵便予約、インターネット、大曲
吹奏楽団員

5月13日(土)
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５

企画展
■風薫る山野草展
期間／５月２日（火）から７日（日）まで
■コメ・こめ展
期間／５月９日（火）から７月17日（月）まで
■エビネ展
期間／５月19日（金）から21日（日）まで
■ジャーマンアイリスフェア
期間／５月23日（火）から28日（日）まで
園芸教室
■エンジョイ！コンテナフラワー
日時／５月14日（日）午前9時30分～正午
■バラを楽しむⅠ
日時／５月14日(日)午前９時30分～
■エンジョイ！ハンギングバスケット
日時／５月28日(日)午前９時30分～正午
※園芸教室への参加申し込みは、開催日の１カ月前

から電話（0187-68-2300）で受け付けます。

おやこ自然教室
■バケツ稲を作ろう
日時／５月13日(土)午前９時30分～正午
■旬の野菜を植えよう
期日／５月20日(土)
■春の農業科学館まつり
日時／５月７日(日)午前10時～午後３時
内容／炭で消臭剤作り、押し花でしおり
作り、草花シールで貼り絵作り、草花の鉢
植え、米ドンの実演と試食
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ホームヘルパーを目指す方へ
２級ホームヘルパー養成講座

◆期間／５月27日（土）から８月

５日（土）までの土・日曜日に実施

◆会場／協和市民センター他

◆定員／29人

◆受講料／68,250円

◆申込受付期日／５月20日(土)

【問い合わせ・申し込み】

企業組合労協センター事業団

秋田事業所

☎ 018-892-3784まで

沿線の美しい風景を募集
奥羽南線沿線フォトコンテスト

　奥羽南線沿線の風景などを題材と

したフォトコンテストを行います。

◆申込受付期間／11 月１日(水)

から30日(木)まで必着

◆賞内容／最優秀賞１点賞金20

万円、優秀賞２点賞金10万円など

【問い合わせ・申し込み】

奥羽南線沿線

フォトコンテスト事務局

（湯沢市役所総合政策課内）

☎ 0183-73-2111まで

受講しませんか
消防設備士試験準備講習会

◆受講対象者／

消防設備士試験受講予定者の方

◆期日／

【第１類】６月１日（木）、２日(金)

【第４類】６月６日（火）、７日（水）

【第６類】６月８日（木）、９日(金)

◆会場／みずほ苑（秋田市山王４

丁目２ -12）

◆受講料／会員10,500円、非会

員13,650円

◆申込受付期間／５月９日（火）か

ら22日(月)まで

【問い合わせ・申し込み】

秋田県消防設備保守協会

☎ 018-835-5880まで

テニスを始めませんか
ジュニア・テニススクール

◆対象／原則として小学生

◆日時／５月13日から７月29日

までの毎週土曜日午前10時～正午

◆会場／大曲中央公園テニスコー

ト（大曲川原町）

※ラケットは貸し出します。

◆受講料／１回につき300円（初

回のみ保険料850円）

◆申込受付期限／５月13日(土)

【問い合わせ・申し込み】

高嶋さん

☎ 090-1495-4778まで

運動しませんか？
ソフトテニス教室

◆期日／５月９日から10月31日

までの毎週火・金曜日

◆時間／【昼の部】午前９時30分

～11時30分【夜の部】午後７時

～９時

◆会場／大曲中央公園テニスコー

ト（大曲川原町）

※ラケットは貸し出します。

◆参加費／【昼の部】4,500円【夜

の部】5,500円※保険料含む

【問い合わせ・申し込み】

スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎ 0187-63-1122まで

参加をお待ちしています
パークゴルフ初心者講習会

　子どもからお年寄りまで楽しめ

るパークゴルフ講習会を行います。

参加をお待ちしています。

◆日時／５月14日(日)午前10時～

◆会場／美郷町ゆうとぴあ「雁の

里」パークゴルフ場※小雨決行

◆参加費／プレー代200円、貸し

クラブ代150円

【問い合わせ・申し込み】

大仙パークゴルフ協会後藤さん

☎ 0187-63-2566まで

◆会場／福祉協議会神岡支所

◆相談員／齋藤忠治弁護士

【問い合わせ・申し込み】

社会福祉協議会神岡支所

☎ 0187-72-2948まで

法律について相談ください

無料法律相談支所巡回相談

５月25日（木）

午前10時～午後３時

※事前に予約が必要です

青空の下、楽しくゴルフ
初心者ゴルフ教室

　初心者を対象にした、ゴルフ教

室の参加者を募集します。

◆期日／５月22日から７月10日

まで毎週月曜日（全８回）

◆時間／午前９時30分～11時

◆会場／大仙市民ゴルフ場、マル

サンゴルフ練習場

◆参加費／2,000円（スポーツ安

全保険料含む）

◆申込受付期限／５月15日（月）

※参加費を添えて

【問い合わせ・申し込み】

スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎ 0187-63-1122
市民ゴルフ倶楽部

☎ 0187-63-0252まで

身体を動かし健康維持
５月の「健康づくり教室」

　専門のインストラクターが対応

しますので気軽に参加ください。

身体を動かして、運動不足を解消

しましょう。

◆対象／高校生以上

◆日時／

【リフレッシュ教室】毎週火曜日

午後７時～８時30分（２・９日を

除く）【ダイエット教室】毎週水曜

日午後２時～３時30分（３日を除

く）【健康運動教室】毎週金曜日午

後７時～８時30分（５日を除く）

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆参加費／各1,500円※ダイエッ

ト教室のみ2,000円

【問い合わせ】

中仙保健センター

☎ 0187-56-7211まで

青空の下、ゴルフを楽しんでみませ
んか。参加をお待ちしています。
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ご迷惑をおかけします
秋田新幹線夜間走行試験

　JR東日本では７月から12月ま

での期間中、秋田新幹線の夜間走

行試験を計画しています。試験期

間中は沿線のみなさんにご迷惑を

おかけしますが、ご協力をお願い

します。詳しい走行日程について

は後日広報でお知らせします。

【問い合わせ】

東日本旅客鉄道(株)

秋田支社総務部企画室

☎ 018-832-3402まで

あなたの思いを赤十字に
５月は「赤十字運動月間」

　今年も日本赤十字社では、５月

を「赤十字運動月間」として活動

を行ってい

ます。みなさ

まにはぜひ、

赤十字活動

の趣旨をご

理解いただ

き、ご支援ご

協力をお願

いします。

華麗な花々の競演
大曲華道会総合華道展

◆日時／５月13日(土)、14日(日)

午前９時～午後４時※14日は午

後５時まで

◆会場／大曲中央公民館

◆参加流派／家元池坊、松生派、

龍生派、花芸安達流、草月流、竹

青華道会、専生池坊、小原流、千

家生花

【問い合わせ】

大曲華道会事務局

☎ 0187-63-1604まで

地域づくりを応援します
地域振興局各種助成金

　県では、ボランティアや市民活

動を行う団体を支援する助成金事

業を行っています。

◆申込受付期限／５月15日(月)

【ボランティア・市民活動支援助成金】

◆内容／調査・研究事業、器材整

備事業

◆各支援限度額／20万円

【元気なふるさと

秋田づくり活動支援事業】

◆内容／イベント等開催支援、講

演会・学習会等開催支援

◆支援限度額／イベント等開催支

援は100万円、講演会・学習会等

開催支援は20万円

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局地域企画課

☎ 0187-63-5114まで

子育ての心配を受け付け
乳幼児夜間ほっとダイヤル

　乳幼児の育児や健康などの悩み

についてお答えします。

◆電話受付時間／午後５時～11時

◆ほっとダイヤル／018-884-1761

【問い合わせ】

県子育て支援課家庭福祉班

☎ 018-860-1344まで

県の取り組みを紹介
経営品質賞表彰式・記念講演

　2005年度の秋田県経営品質賞

表彰式と記念講演会が行われま

す。記念講演会では、県産業経済

部の取り組みが紹介されますの

で、興味をお持ちの方はご来場く

ださい。

◆日時／５月12日(金)午後３時～

◆会場／県庁第二庁舎８階大会議室

◆参加費／無料

◆講師／佐藤文一秋田県産業経済

労働部長

◆申込受付期日／５月８日(月)

【問い合わせ・申し込み】

秋田県経営品質協議会事務局

☎ 018-866-6676まで

お子さんと一緒にどうぞ
秋田県立近代美術館の展覧会

■アートでむしむし展

◆期間／６月11日（日）まで

◆時間／午前９時30分～午後５

時（入館は午後４時30分まで）

◆会場／県立近代美術館（横手市）

◆入場料／一般400円、学生300

円、小・中学生200円

【問い合わせ】

県立近代美術館

☎ 0182-33-8855まで

犬のしつけを実技講習
家庭犬のしつけ方教室

◆対象／犬を飼っている方、初め

て犬を飼う方

◆日時／５月14日(日)午前10時

～11時30分

◆会場／堀見内健康広場（仙北ふれ

あい文化センター向かい）

◆内容／基本服従訓練、病気や法

令などの相談

【問い合わせ・申し込み】

大仙保健所

☎ 0187-63-3403まで

【熊に注意！】

　熊が行動し始める時

期に入りました。熊出

没情報に注意し、入山

の際はラジオ等音の出

るものを持ち歩き、多

人数で入山するように

してください。

【山火事注意】

　例年、春先は空気

が乾燥し山火事が発

生しやすくなります。

入山される際は、火

の取り扱いに十分注

意しましょう。

【問い合わせ】

農林振興課

☎0187-63-1111まで

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来

熊
と
山
火
事
に
ご
注
意
を

情報交差点情
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株式会社 仙北印刷所株式会社 仙北印刷所

▼
ピ
カ
ピ
カ
の
小
学
１
年
生
が
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
な
が
ら
、
と
こ
と
こ
と
歩
く
姿
が
か
わ
い
ら
し

い
。
あ
わ
た
だ
し
く
１
カ
月
が
過
ぎ
、
暦
は
も
う
５
月

で
あ
る
▼
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
年
度
の
切
り
替
わ
り
を

感
じ
る
が
、
私
の
場
合
は
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
式
の
取
材

が
新
年
度
へ
の
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
。
玉
川
で
採
補
さ
れ

た
サ
ケ
か
ら
採
卵
し
、
ふ
化
さ
せ
た
稚
魚
の
放
流
は
２

月
か
ら
開
始
。
今
年
は
神
宮
寺
小
学
校
も
加
わ
り
、
全

市
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
▼
小
さ
く
柔
ら
か
な
手
か
ら

大
海
へ
の
旅
立
ち
。
体
長
約
６
セ
ン
チ
の
稚
魚
は
、
３

〜
５
年
か
け
て
70
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
成
長
し
、ふ
る
さ

と
に
帰
っ
て
く
る
。
回
帰
率
は
１
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た

な
い
厳
し
い
旅
だ
が
、
帰
っ
て
く
る
た
め
に
は
川
が
き

れ
い
で
、
自
然
豊
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
今
年
入

学
し
た
ピ
カ
ピ
カ
の
タ
マ
ゴ
た
ち
も
、
い
つ
か
は
旅
立

つ
と
き
が
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
子
ど
も
た
ち
に
、

ふ
る
さ
と
大
仙
は
ど
の
よ
う
に
映
る
だ
ろ
う
か
。
今
か

ら
有
形
無
形
の
地
域
資
源
の
す
ば
ら
し
さ
や
豊
か
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ
が
回
帰
率
の
ア
ッ
プ
、

そ
し
て
は
、
そ
れ
が
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
は

ず
。
新
年
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
　
　
　
　（
し
）

　人　口　95,155 人（－300）

　　　男　45,180 人（－134）

　　　女　49,975 人（－166）

　世帯数　30,391世帯（－ 39）

（３/31現在）

応
募
作
品
／
真
木
真
昼
県
立
自
然

公
園
内
で
撮
影
し
た
未
発
表
の
写

真
。
１
人
何
作
品
で
も
応
募
可
。

　   

（
た
だ
し
入
賞
は
１
人
１
作
品
）

※
合
成
作
品
は
応
募
不
可
。

作
品
規
格
／
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４

ツ
切
り
サ
イ
ズ
の
１
枚
写
真（
台
紙

不
要
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
場
合
は

写
真
店
で
の
プ
リ
ン
ト
限
定
）

申
し
込
み
方
法
／
①
題
名
②
撮
影

場
所
③
撮
影
年
月
日
④
住
所
⑤
氏

名
⑥
年
齢
⑦
職
業（
学
生
の
場
合

は
学
校
名
と
学
年
）⑧
電
話
番
号

⑨
カ
メ
ラ
の
種
類
⑩
写
真
の
返
却

希
望
の
有
無
を
記
入
し
、
１
作
品

ご
と
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

賞
金
／
【
最
優
秀
賞
】
５
万
円
・

１
人
【
優
秀
賞
】
３
万
円
・
３
人

【
特
別
賞
】
１
万
円
・
５
人
【
入
選
】

５
０
０
０
円
・
10
人

申
込
受
付
期
限
／
11
月
20
日（
月
）

発
表
／
12
月
ご
ろ
入
選
者
に
通
知

県
立
自
然
公
園
指
定
30
周
年
記
念
事
業

　
大
仙
市
と
美
郷
町
、
真
木
真
昼

県
立
自
然
公
園
を
美
し
く
す
る
会

で
は
、
真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園

の
四
季
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

　
入
賞
・
入
選
作
品
に
つ
い
て

は
、
大
仙
市
、
美
郷
町
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【問い合わせ・申し込み】

太田総合支所地域振興課

☎ 0187-88-1112まで
美郷町商工観光課

☎ 0187-84-1111まで
富士フィルムの各取扱店

前回フォトコンテストの特別賞作品。
加賀谷良助さんの「パラグライダー」。

前回フォトコンテストの入選作品。
男鹿孝さんの「山頂から真昼を見つめる二人」。

※
入
選
以
上
は
主
催
者
の
版
権
と
な
り
ま

す
の
で
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。




